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パンデミックのさなかにおける米国の職場での安全性 
-米国労働安全衛生局（Occupational Safety and Health Administration (OSHA)）は、新型コロナウィ

ルスパンデミックに関するガイダンスを発行しました 
トム ヴァン ウィンガーデン、ステファニー アンカジャヤ 

• 雇用主は、死亡又は身体への深刻な被害をもたらす危険がない安全な職場を提供す

る義務があります。 

• 雇用主には、危険を査定し、リスクを評価し、これらを管理する一般的な義務がありま

す。 

• 米国労働安全衛生局は、職場における4段階の従業員の接触リスクに応じて、特定の

推奨事項と管理行為を提唱しています。 

職場におけるパンデミックの取扱いに関するガイダンスを探している雇用主は、まず、連邦労働安
全衛生局による 2 つの主な義務を確認すべきです。まず、第 1 に、労働安全衛生法（OSHA）の一
般義務条項において、雇用主には、身体への深刻な危害や死をもたらす、又はそれらをもたらし
やすいような危険のない職場を提供する義務があるとされています（29 U.S.C. §654(a)(1)）。また、
第 2 に、労働安全衛生法の保護具（Personal Protective Equipment(PPE))基準においては、手袋、
眼、顔面及び呼吸系の保護の提供が定められています（29 C.F.R. 1910 Subpart I for general 
industry）。米国労働安全衛生局承認プラン（OSHA-approved State Plans）を有する州においては、
州独自の要件も確認すべきです。例えば、カリフォルニア州においては、雇用主が傷病予防計画
（Injury and Illness Prevention Program)を策定することが求められており、さらに、保護具（PPE）や
有害な接触の管理（Control of Harmful Exposures）に関する基準も、連邦とは異なる基準を設けて
います（詳細についてはこちらを御参照ください。）。米国労働安全衛生局は、多数のガイダンスを
提供しています。“Prevent Worker Exposure to Coronavirus (COVID-19)”（こちら）は、1 枚ものの通
知で、次の全ての事項の実施を提唱しています。 

（１） 従業員の危険への潜在的な接触可能性を評価すること 
（２） 接触リスクを評価すること 
（３） 管理措置を選択し、実施し、確保すること（すなわち、適切な保護具、衛生管理や

掃除用具の充填） 

 

  

 

  

Japan Practice  

 

https://www.dir.ca.gov/dosh/coronavirus/General-Industry.html
https://www.osha.gov/Publications/OSHA3989.pdf
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米国労働安全衛生局の“Guidance on Preparing Workplaces for COVID-19”（こちら）（以下
OSHA ガイダンスといいます。）においては、従業員の接触リスクを減らすために雇用主が取り
うる次の 6 つの基本的な手順が記載されています。 

1. 伝染病準備及び対応計画の策定 

2. 基本的な伝染予防措置実施の準備 

3. （それが適切な場合には）病者の迅速な特定及び隔離に関するポリシー及び手続の策定 

4. 職場のフレキシビリティ及び保護を発展させ、実施し、伝達すること 

5. 職場管理を実施すること 

6. 既存の労働安全衛生法の基準に従うこと 

OSHA ガイダンスは、従業員の接触リスクの程度に応じて、特定の推奨事項及び管理行為を提唱
しています。その 4 つの接触リスクの程度は、「とても高い」、「高い」、「中程度」及び「低い」に分類
されます。接触リスクが「とても高い」及び「高い」に分類される仕事には、ヘルスケアや研究分野
の仕事が含まれています。接触リスクが「中程度」の仕事には、教育や小売分野などの一般公衆
と至近距離又は高頻度の接触を要する仕事が含まれています。接触リスクが「低い」仕事は、一般
公衆と 6 フィート以内の接触を要しない仕事です。多くの米国の従業員は、接触リスクの程度が
「低い」又は「中程度」に分類されるでしょう（OSHA によるこちら の文書も御参照ください。）。 

最後に、OSHA 新型コロナウィルスウェブサイト（こちら）は、危険認識(Hazard Recognition)、医療情
報（Medical Information）並びに管理及び予防（Control and Prevention）について情報を提供して
います。米国労働安全衛生局は、血液由来病原体（Bloodborne Pathogens）基準（29 C.F.R. 
1910.1030）や OSHA form 300（傷病記録及び報告義務）（29 C.F.R. Part 1904）など、適用されうるそ
の他基準や要件に関する情報を提供しています。 

詳細若しくは産業安全におけるパンデミックの持つ意味については、我々に御連絡ください。 

弊所の危機管理チームは、世界規模の新型コロナウィルスの脅威を注視しており、サプライチェー
ン管理、保険法、サイバーセキュリティ、雇用法、会社法等に精通した弁護士と協働しながら、緊
急かつ変化する状況においてクライアントへ重要なガイダンスを提供しております。急速に展開す
る本トピックに関する今後の情報については、弊所のこちらの特設ページを御覧ください。 

本稿の原文（英文）につきましては、Workplace Safety in the Midst of a Pandemic を御参照くださ
い。 

 

https://www.osha.gov/Publications/OSHA3990.pdf
https://www.osha.gov/Publications/OSHAFS-3747.pdf
https://www.osha.gov/SLTC/covid-19/index.html
https://www.pillsburylaw.com/en/services/covid-19-coronavirus.html
https://www.pillsburylaw.com/en/news-and-insights/workplace-safety-in-midst-of-pandemic.html
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